
 
代表事例 No. ５ 取組みタイプ C.道路の再整備 
事例テーマ 道路拡張に併せ、地域と協議を重ねて樹種変更の合意へ 

地域 関東（東京都） 事例種別 異種植え替え 
管理者 中央区 事業延長 約 0.8km 
 
事例概要 地域活性化を目的とする地元町会や企業役員、学識経験者で構成する会議によ

り、道路整備について協議を重ねました。この中で、街路樹について、更新樹種や

その配置等について合意を得ました。 
事例テーマ

の解説 

合意形成の取組みは、地元まちづくり協議会が街路環境に関する要望書を提出し

たことが契機となっています。沿道住民の愛着が強い街路樹についても樹種変更の

方向性が合意されました。 
合意形成の

プロセス 

      
 時期 経過年数 方法 対象者  
 

平成 27～28 年 
1～2
年目 

協議会 
近隣の町会長等、近隣企業役員、

学識者、地域住民 
 

 【内容等】電線共同溝事業後の街路環境について、社会実験やアンケートを

実施し、地域の要望を吸い上げるとともに、修景内容等について検討した。 
 

      
 

平成 28 年 11 月 2 年目 会議① 
近隣の町会長等、近隣企業役員、

学識者 
 

 【内容等】地域まちづくり協議会より、街路環境に関する要望書が示され、

街路樹の再整備に関する計画を検討した。 
 

      
 平成 29 年 10 月 3 年目 会議② 第 1 回と同じ  
 【内容等】工事期間を周知するとともに、整備後の道路の幅員構成、高木の

樹種について検討し、幅員構成について合意した。 
 

      
 平成 30 年 4 月 4 年目 会議③ 第 1 回と同じ  
 【内容等】休憩場所の設置や維持管理方法について検討し、合意した。  
      
 平成 30 年 9 月 4 年目 会議④ 第 1 回と同じ  
 【内容等】舗装パターン、植栽樹種及び配置について検討し、合意した。  
      

 
 
 
 
 
 
 
 



 
従前の樹種と写真 植え替え後の樹種と写真 

プラタナス、クロガネモチ、イチョウ、 
ナナカマド 

 

ヤマボウシ、サンシュユ、キンモクセイ、ウメ

等 

 

取組みの評価 【道路管理者】 

・電線共同溝や街路樹整備の内容について理解することができ

ました。 

・日頃の整備事業と違い、地域住民と一緒に整備内容を決めて

きたことから、一体感を得られました。 

【地域住民等】 

・計画に関わることで愛着が醸成されました。 

実施後の維持管理等への効果 【実績】 

・計画に関わることで街路環境に愛着がわき、除草や灌水等の作

業以外にも、樹木の異常の発見時の報告（通報）や、ボランテ

ィア花壇（プランター）の維持管理活動へ発展しています。 
【今後の期待または課題】 

・地域とともに整備内容を決めてきたことから、地域から愛着

を持ってもらえる街路環境となることが期待されます。 
・ボランティア向けの花壇（プランター）の設置によって、草

花の管理に住民の参加を促すことで、良好な地域コミュニテ

ィの形成に寄与しています。 

その他の工夫点・アイデア等 ・合意形成の対象者に納得してもらえるよう、分かりやすい言

葉や資料で説明しました。 
・全ての人が町会に属しているとは限らず、町会との合意形成

だけでは、事業内容を知らない人が出てしまうため、整備内

容をしっかり周知する必要がありました。 

公開資料ＵＲＬ （該当なし） 

 
 


